
　

神
奈
川
県
で
生
産
さ
れ
る
牛
乳
は
、

県
民
一
三
六
万
人
分
に
当
た
り
ま
す
。
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同
様
に
豚
肉
は
五
七
万
人
分
、
鶏
卵
は

一
〇
三
万
人
分
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
の
畜
産
を
、
も
っ
と
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
県

民
の
皆
様
と
と
も
に
都
市
畜
産
を
推
進

三
年
前
の
小
欄
に
、
日
本
で
は
認
め

て
い
な
い
男
女
産
み
分
け
の
た
め
に
一

年
に
三
〇
組
ほ
ど
の
男
女
が
タ
イ
に
受

精
卵
の
診
断
を
受
け
に
行
く
こ
と
を
載

せ
ま
し
た
が
、
高
い
医
療
水
準
と
規
制
が

不
在
の
タ
イ
で
は
、
六
～
七
年
前
か
ら
代

理
出
産
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発
だ
そ
う
で
す
。

日
本
人
の
男
性
が
一
六
人
の
赤
ち
ゃ
ん

の
父
親
に
な
っ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
夫
婦
は
代
理
出
産
で
産
ま
れ
た
双

子
の
う
ち
、
ダ
ウ
ン
症
の
赤
ち
ゃ
ん
は

引
き
取
ら
ず
に
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
。
夫
婦
間
に
お
け
る
子
供
は
天

か
ら
の
大
切
な
授
か
り
物
、
と
の
考
え

方
が
薄
れ
て
し
ま
い
、
子
宮
が
無
い
の

に
是
非
自
分
の
子
供
が
欲
し
い
・
・
・

と
体
外
授
精
し
た
卵
子
を
他
の
女ひ

と

の
子

宮
に
宿
し
て
子
供
を
産
ま
せ
て
引
き
取

る
、
代
理
出
産
ま
で
や
っ
て
し
ま
う
世

の
中
に
な
り
ま
し
た
。
他
人
の
腹
を
借

昔
、
乳
牛
は
腹
貸
事
業

　
　
今
、
ヒ
ト
は
代
理
出
産

り
て
、
借
り
腹
代
金
を
払
う
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
。
腹
を
借
り
る
、
い
や
腹
を
貸
す

と
言
え
ば
、
我
々
畜
産
関
係
で
は
、
種

雄
牛
の
改
良
能
力
検
定
を
早
め
る
た
め

に
、
酪
農
家
の
雌
牛
に
人
工
授
精
を
し

て
、
そ
の
子
牛
の
能
力
調
査
を
す
る
事

業
。
こ
れ
を
通
称
「
腹
貸
し
事
業
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
事
を

五
〇
年
も
経
っ
て
ヒ
ト
の
医
療
で
も
活

用
さ
れ
る
と
は
ビ
ッ
ク
リ
。

乳
牛
の
場
合
は
こ
の
効
果
は
大
き

く
、
一
九
六
八
年
当
時
の
産
乳
量
は
三
、

八
〇
〇
㎏
（
三
〇
五
日
、
二
回
搾
乳
）

程
度
が
、
現
在
の
一
〇
、〇
〇
〇
㎏
に
も

及
ぶ
の
は
夢
の
よ
う
で
す
。
だ
け
ど
ヒ

ト
の
医
療
に
畜
産
業
の
よ
う
な
事
を
し

て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
一
六
人
も
の

赤
ち
ゃ
ん
の
卵
子
は
ど
ん
な
女ひ

と

か
ら
採

取
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
女ひ

と

は
受

胎
出
産
能
力
が
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
赤
ち
ゃ
ん
の
戸
籍
登
録
に
問
題
は

無
い
の
で
し
ょ
う
か
？
一
六
人
も
の
命

名
だ
っ
て
超
大
変
。
ヒ
ト
の
胎
内
発
育

の
過
程
で
D
N
A
以
外
の
「
何
か
が
」

発
育
個
体
に
影
響
す
る
の
で
は
・
・
・

と
考
え
る
の
は
取
り
こ
し
苦
労
で
し
ょ

う
か
？

タ
イ
で
ヒ
ト
の
腹
貸
し
事
業
が
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
繁
栄
す
る
の
は
高
い
医
療

技
術
と
法
の
条
件
ば
か
り
で
無
く
、
貧

富
の
格
差
＝
貧
困
が
大
き
な
要
因
で
す
。

他
人
の
為
に
腹
を
貸
せ
ば
多
額
の
借

金
が
返
せ
る
。
自
身
に
繁
殖
能
力
が
無

い
が
裕
福
だ
か
ら
、
貧
し
い
け
ど
豊
か

な
繁
殖
能
力
を
有
す
る
女ひ

と

の
腹
を
買
う
、

と
言
う
商
談
が
成
立
す
る
。

王
様
と
売
春
婦
は
世
界
最
古
の
職
業

だ
そ
う
な
。
貧
困
な
る
が
故
の
腹
貸
し

ビ
ジ
ネ
ス
は
新
し
い
弊
害
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
嘆
き
に
今
宵
も
酒
を

飲
ま
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。�（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

す
る
た
め
に
も
、
神
奈
川
畜
産
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
神
奈
川

県
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
山
北
町
の

後
援
を
得
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
通
し
、

畜
産
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。�

（
総
務
部
）

た
ま
た
ま
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

世
界
的
景
気
後
退
に
よ
り
、
低
迷
す

る
個
人
消
費
の
影
響
が
食
に
ま
で
起
こ

り
、
養
鶏
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
県
内
産

鶏
卵
の
消
費
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

県
畜
産
会
養
鶏
部
会
、
県
ト
リ
研
究
会

は
、
八
月
一
日
～
二
日
に
、
平
塚
市
田

村
の
Ｊ
Ａ
全
農
神
奈
川
県
本
部
事
業
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
展
総
合

展
示
会
場
で
県
内
産
鶏
卵
等
の
PR
を
行

い
ま
し
た
。

　

た
ま
ご
プ
リ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
玉
子

か
け
醤
油
等
卵
加
工
品
の
販
売
や
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ウ
と
し
て
卵
な
ら
ぬ
色

分
け
し
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
掴
み
取
り

に
よ
る
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ま
た
、
県

内
鶏
卵
直
販
売
所
の
一
覧
表
や
た
ま
ご

知
識
の
冊
子
の
配
布
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
県
内

の
鶏
卵
生
産
者
の
存
在
や
経
営
状
況
を

消
費
者
に
知
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
卵

価
値
上
げ
へ
の
理
解
醸
成
に
も
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
畜
産
会
養
鶏
部
会
）

平
成
二
十
六
年
度

　
　
　
鶏
魂
供
養
祭
の
案
内

　

人
間
の
た
め
に
命
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
鶏
の
霊
を
慰
め
る
鶏
魂
供
養
祭

を
例
年
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
：
平
成
二
十
六
年
十
月
十
日

（
金
）　

午
前
十
一
時
開
式

開
催
場
所
：
大
雄
山
最
乗
寺

主
催
：
神
奈
川
県
畜
産
会
養
鶏
部
会

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
四
月
・
五
月
及
び

�

六
月
販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
1
四
半
期
四

月
販
売
牛
補
填
金
単
価

　

肉
専
用
種�
〇
円

　

交
雑
種�

三
六
、七
〇
〇
円

　

乳
用
種�

四
四
、三
〇
〇
円

五
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

三
九
、四
〇
〇
円

　

乳
用
種�

四
五
、七
〇
〇
円

【
精
算
額
】
四
月
・
五
月
と
も
に

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

四
、〇
〇
〇
円

　

乳
用
種�

四
、〇
〇
〇
円

六
月
販
売
牛
補
填
金
単
価
（
精
算
額
）

　

六
月
に
つ
い
て
は
、
概
算
払
で
な
く

全
額
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

肉
専
用
種�

二
、九
〇
〇
円

　

交
雑
種�

六
三
、五
〇
〇
円

　

乳
用
種�

四
八
、九
〇
〇
円

★
補
填
金
精
算
及
び
交
付
日

　

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日

　

四
月
よ
り
、
四
半
期
の
最
終
月
以
外

に
販
売
さ
れ
た
交
付
対
象
牛
に
つ
い
て
、

肥
育
牛
補
填
金
の
概
算
払
を
行
っ
て
い

ま
す
。
概
算
払
額
は
、
配
合
飼
料
価
格

安
定
制
度
の
当
該
四
半
期
の
補
填
金
が

な
い
と
仮
定
し
て
計
算
し
た
額
よ
り

四
千
円
を
控
除
し
た
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

雪
害
対
策
に
よ
る
生
産
者
積
立
金
免

除
牛
の
交
付
額
は
四
分
の
三
と
な
り
ま

す
。�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

　

平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広

く
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
①
情
報
交
換
・
情
報
の
提

供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、
③
優
良

事
例
・
関
係
機
関
等
の
視
察
、
④
行

政
・
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
等

を
年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
個
々
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
、
神
奈
川
の
畜
産
を
も
り
立
て
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
、
年
間
五
千
円
と
し
、
家
族

で
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
一
家
族
五
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

も
っ
と
知
っ
て
神
奈
川
の
畜
産

神
奈
川
畜
産

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
26年9月5日（金）、9月8日（月）～9日（火）
26年10月13日（月）～10月17日（金）
26年11月3日（月）～11月7日（金）

平成２６年度 神奈川の畜産フェスティバル
家　　畜　　に　　親　　し　　む　　つ　　ど　　い 大野山

フェスティバル
かながわ

トントンまつり畜産フェスティバル 施設公開 ミルクメッセ 乳牛共進会

開 催 日 10月26日（日） 11月 1 日（土） 11月 9 日（日）

開 催 場 所 畜産技術センター
海老名市本郷3750

県央家畜保健衛生所
海老名市本郷3658

家畜集合センター
綾瀬市吉岡2647-4

大野山乳牛育成牧場
山北町皆瀬川710

湘南台公園・
湘南台公民館
藤沢市湘南台1-8

交 通

車　　藤沢厚木線「杉久保」と「用田橋」のほぼ中間、横浜伊勢原線「用田橋
際」から海老名方面500ｍ

バス　神奈中バス　海老名･長後線、海老名駅東口から約20分、長後駅西口か
ら約20分、｢畜産研究所｣ 下車

乳牛共進会は、神奈川県
家畜集合センターで開催
畜産技術センターとの間
にシャトルバスあり

車　　東京方面からＲ246号「浅間山」トンネル、
さらに「新安戸トンネル」を抜けすぐ信
号右折、牧場方面標識に沿って約20分

小田急・相鉄いずみ野線
横浜市営地下鉄「湘南台
駅」下車東口から徒歩 5
分

主 催 畜産振興会 畜産技術センター
県央家畜保健衛生所 牛乳普及協会 酪農協連合会 畜産振興会 養豚協会

畜産振興会、畜産会

共 催 ― ― ― ― ― 藤沢市

後 援 神奈川県 ― ― 神奈川県 神奈川県、山北町 神奈川県
藤沢市教育委員会

協 賛 畜産会、養豚協会、牛乳普及協会、酪農協連合会、畜産会養鶏部会、養蜂組合 畜産会、牛乳普及協会
酪農協連合会 ―

内 容

ふれあいポニー
豚汁･牛焼肉
牛乳ソムリエ
養蜂展示･蜂蜜試食
卵料理教室
卵のつかみどり
農畜産物・焼菓子即売
太鼓の演奏

業務内容の展示等
豚と鶏を見てみよう
ミルタンと遊ぼう
搾乳・エサやり体験
落書きボール
畜産ミニクイズ
タマゴの中をのぞいてみ
よう
ぼくも！わたしも！獣医
さん

乳製品即売
骨密度測定
牛乳クイズラリー
牛乳パック工作教室
子どもの遊び場フワフワ

乳牛コンテスト
乳牛クイズ
牛模型展示
ウシ嶋くんと写真を撮ろ
う！

乳牛とのふれあい
ふれあいポニー
バターづくり体験
ミルタンと遊ぼう
バーベキュー（牛肉）
牛乳試飲
アルプホルン
地場産品即売

子豚とのふれあい
ふれあいポニー
豚ハガキ絵コンクール
豚肉のポークチャップ
ヨートンクイズ
豚肉知識パネルの展示
畜産物即売・地場産野菜
即売

問 合 せ 先

畜産振興会
045-751-5460
畜産会

045-761-4191

畜産技術所
046-238-4056

県央家畜保健衛生所
046-238-9111

牛乳普及協会
045-761-1807

酪農協連合会
0463-94-1020

畜産振興会
045-751-5460

大野山乳牛育成牧場
0465-75-0423

養豚協会
046-238-2502
畜産振興会
045-751-5460

《国内で口蹄疫等の家畜伝染病が発生した場合は、イベントは中止致しますので予めご了承ください》
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畜
産
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
被
害
調
査

研究情報
1
　
は
じ
め
に

　

平
成
25
年
2
月
、
県
内
の
養
鶏
場
か

ら
タ
ヌ
キ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ

ン
（
以
下
タ
ヌ
キ
等
と
い
う
）
の
い
ず

れ
か
に
鶏
が
襲
わ
れ
て
数
十
羽
の
被
害

を
受
け
て
い
る
と
の
相
談
が
あ
り
、
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
北
相
地
区
事
務
所
の

協
力
を
得
て
、
農
場
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
動
物

が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
と
足
跡
か

ら
ア
ラ
イ
グ
マ
と
特
定
し
、
捕
獲
に
取

り
組
み
、
獣
道
へ
の
ワ
ナ
の
設
置
等
多

く
の
知
見
を
得
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
対
応
・
提
言
等
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
県
下
の
畜
産
農
家

に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
を
把
握
す
る

た
め
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
　
実
施
方
法
と
調
査
内
容

　

調
査
は
平
成
25
年
5
月
か
ら
10
月
に
、

酪
農
75
戸
、
肉
牛
20
戸
、
養
豚
18
戸
、

養
鶏
42
戸
の
計
1
5
5
戸
で
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
過
去
3
年
間
の
鳥
獣
被
害

の
有
無
、
鳥
獣
名
と
被
害
内
容
、
現
在

も
被
害
が
継
続
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

も
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

3
　
結
果
の
概
要

（
1
）
被
害
戸
数
と
被
害
内
容

　

聞
き
取
り
し
た
被
害
に
つ
い
て
、
餌

の
盗
食
、
家
畜
へ
の
攻
撃
等
の
被
害

（
以
下
家
畜
被
害
と
い
う
）、
い
た
ず
ら
、

飼
料
作
物
被
害
の
4
つ
に
分
類
し
、
酪

農
・
肉
牛
・
養
豚
・
養
鶏
経
営
別
に
表

1
に
集
計
し
ま
し
た
。

ア
　
餌
の
盗
食

　

主
に
畜
舎
に
入
っ
た
タ
ヌ
キ
等
、
カ

ラ
ス
、
ハ
ト
が
餌
槽
や
餌
袋
等
か
ら
盗

食
し
た
も
の
で
、
計
42
戸
、
約
3
割
の

農
家
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

イ
　
家
畜
被
害

　

酪
農
で
は
タ
ヌ
キ
等
が
病
気
を
持
ち

込
み
子
牛
が
感
染
し
た
事
例
2
戸
と
カ

ラ
ス
が
乳
房
を
つ
つ
い
た
事
例
が
1
戸
、

養
鶏
で
は
タ
ヌ
キ
等
に
よ
る
鶏
の
殺
傷

被
害
が
12
戸
あ
り
ま
し
た
。
全
畜
種
で

は
計
15
戸
、
約
1
割
の
農
家
が
被
害
を

受
け
、
特
に
養
鶏
で
は
12
戸
、
約
3
割

が
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

ウ
　
い
た
ず
ら

　

主
に
カ
ラ
ス
が
人
へ
の
攻
撃
・
物

（
鍵
、
石
鹸
等
）
を
持
っ
て
行
っ
て
し

ま
う
・
家
畜
を
驚
か
す
・
畜
舎
を
ね
ぐ

ら
に
し
て
汚
す
等
が
あ
り
、
全
体
で
は

8
戸
、
5
％
の
農
家
が
、
被
害
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

エ
　
飼
料
作
物

　

被
害
状
況
は
、
主
に
イ
ノ
シ
シ
・
シ

カ
に
よ
り
収
穫
間
近
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
が
荒
ら
さ
れ
た
事
例
等
で
7
戸
あ
り

ま
し
た
。
飼
料
作
物
が
多
く
栽
培
さ
れ

て
い
る
の
は
湘
南
地
域
・
県
央
地
域
で

あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
が
出
没
す
る

地
域
と
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
過
去
3
年
間
に
こ
れ
ら
4
つ

に
分
類
し
た
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
畜
産

農
家
は
、
約
4
割
に
の
ぼ
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

（
2
）
加
害
鳥
獣
別
被
害
に
つ
い
て

　

ど
の
よ
う
な
野
生
鳥
獣
が
出
没
し
て

い
る
か
表
2
に
ま
と
め
ま
し
た
。
各
獣

類
別
・
各
鳥
類
別
に
被
害
例
を
あ
げ
て

述
べ
ま
す
。

ア
　
野
生
獣
類
に
よ
る
被
害

（
ア
）
タ
ヌ
キ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク

ビ
シ
ン
に
よ
る
被
害

　

こ
の
3
動
物
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

は
、
動
物
名
を
特
定
し
て
い
る
農
家
と

と
も
に
「
た
ぶ
ん
タ
ヌ
キ
」「
ア
ラ
イ

グ
マ
か
ハ
ク
ビ
シ
ン
」「
こ
れ
ら
の
3

動
物
の
ど
れ
か
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、

1
つ
の
欄
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
被

害
数
が
一
番
多
く
、
24
戸
で
し
た
。

　

こ
れ
を
各
経
営
別
に
み
る
と
、
酪
農

で
8
戸
あ
り
、
う
ち
一
番
多
い
被
害
は

餌
の
盗
食
で
5
戸
で
し
た
。
内
容
は「
餌

槽
の
餌
を
食
べ
る
」、「
畜
舎
に
置
い
て

あ
る
袋
に
入
っ
た
配
合
飼
料
等
を
破
っ

て
食
い
散
ら
か
す
」
等
で
し
た
。
ま
た
、

家
畜
被
害
数
は
2
戸
で
、
一
例
を
あ
げ

る
と
、「
業
者
が
牛
舎
近
く
の
河
川
敷

の
除
草
を
行
っ
た
こ
と
で
タ
ヌ
キ
が
追

い
出
さ
れ
、
餌
を
狙
っ
て
牛
舎
に
入
り
、

子
牛
に
疥
癬
を
う
つ
し
、
そ
の
後
、
子

牛
が
弱
っ
て
死
亡
し
た
」
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
い
た
ず
ら
が
2
戸
、

飼
料
作
物
被
害
は
1
戸
。
生
産
者
は
、

畑
の
荒
ら
さ
れ
た
状
況
か
ら
イ
ノ
シ
シ

を
疑
い
ま
し
た
が
、
専
門
家
に
よ
り
、

ア
ラ
イ
グ
マ
と
判
明
し
た
事
例
で
す
。

　

肉
牛
3
戸
と
養
豚
1
戸
の
事
例
は
す

べ
て
餌
の
盗
食
で
す
。

　

養
鶏
の
被
害
の
12
戸
は
、
す
べ
て
家

畜
被
害
で
し
た
。
そ
の
一
例
は
前
述
の

事
例
で
、
鶏
舎
裏
の
林
の
一
部
を
業
者

が
道
路
開
発
の
た
め
伐
採
し
た
頃
か
ら

被
害
が
始
ま
り
ま
し
た
。
開
放
鶏
舎
で

住
居
が
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夜
間

の
侵
入
を
防
ぎ
に
く
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
、動
物
が
な
か
な
か
特
定
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。
半

年
ほ
ど
の
間
に
数
十
羽
の
鶏
が
殺
害
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

の
設
置
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
キ

ツ
ネ
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
が
、
鶏
舎
の

屋
根
に
残
さ
れ
た
足
跡
と
鶏
舎
の
屋
根

上
に
ア
ラ
イ
グ
マ
が
撮
影
さ
れ
特
定
に

至
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
ラ
イ
グ
マ
の

特
性
を
利
用
し
た
捕
獲
対
策
を
始
め
約

半
年
の
間
に
、
6
～
7
頭
の
捕
獲
が
で

き
ま
し
た
。
被
害
は
だ
い
ぶ
収
ま
っ
た

も
の
の
、
地
域
に
ア
ラ
イ
グ
マ
が
多
く

い
る
こ
と
か
ら
、
未
だ
被
害
を
防
ぐ
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
3
動
物
の
被
害
が
一

番
数
多
く
、
特
徴
と
し
て
動
物
名
を
特

定
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
、
ま
た
、

被
害
内
容
は
多
種
多
様
に
渡
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

（
イ
）
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
よ
る
被
害

　

す
べ
て
飼
料
作
物
の
食
害
で
す
。
一

例
と
し
て
、
一
見
問
題
な
い
よ
う
で
も
、

畑
の
中
心
部
が
ほ
と
ん
ど
食
い
荒
ら
さ

れ
収
穫
が
出
来
な
い
状
態
が
あ
り
ま
し

た
。
外
側
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
イ
ノ
シ

シ
が
身
を
隠
す
た
め
食
い
尽
く
す
最
後

ま
で
残
さ
れ
、
被
害
に
気
が
つ
い
た
と

き
に
は
手
遅
れ
で
す
。
ま
た
、
畑
等
に

ヤ
マ
ビ
ル
が
運
び
こ
ま
れ
定
着
す
る
こ

と
か
ら
、
飼
料
作
物
の
生
産
中
止
を
検

討
し
て
い
る
等
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

（
ウ
）
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
に
よ
る
被
害

　

三
浦
・
横
須
賀
・
横
浜
地
域
の
比
較

的
暖
か
い
地
域
で
お
こ
り
、
す
べ
て
餌

の
盗
食
が
あ
り
、
肉
牛
の
1
戸
で
は
電

線
を
か
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
停
電
の

被
害
も
受
け
、
畜
主
は
火
事
に
つ
な
が

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

（
エ
）
そ
の
他
動
物
に
よ
る
被
害

　

キ
ツ
ネ
・
イ
タ
チ
・
ク
マ
・
ア
ナ
グ

マ
・
サ
ル
に
よ
る
も
の
で
ほ
と
ん
ど
が

被
害
1
回
の
事
例
で
す
。
キ
ツ
ネ
と
イ

タ
チ
に
よ
る
被
害
は
タ
ヌ
キ
等
と
重
複

す
る
養
鶏
の
家
畜
被
害
で
、
ク
マ
・
ア

ナ
グ
マ
・
サ
ル
は
餌
の
盗
食
等
で
す
。

県
内
に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
畜
産
農

家
に
被
害
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

イ
　
野
生
鳥
類
に
よ
る
被
害

（
ア
）
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害

　

鳥
類
で
は
、
カ
ラ
ス
が
一
番
多
く
16

戸
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
餌
の
盗
食
と
い

た
ず
ら
で
し
た
。
ウ
オ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ

等
で
水
浴
び
を
し
て
さ
ら
に
糞
を
す
る

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
た
ず
ら
で
は
、
平
飼
い
鶏
舎
で
防

鳥
網
で
囲
っ
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
く
に
飛
来
す
る
こ
と
で
鶏
を
脅
か
し
、

ヒ
ビ
卵
が
発
生
、
産
卵
率
が
下
が
っ
た

事
例
、
酪
農
で「
カ
ラ
ス
が
入
口
に
張
っ

て
い
た
網
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
出
盛
り
の

牛
が
乳
房
静
脈
を
つ
つ
か
れ
、
出
血
の

た
め
廃
用
と
な
っ
た
」
事
例
、
飼
料
作

こ
と
で
継
続
と
答
え
た
農
家
で
す
。

　

い
た
ず
ら
で
は
、
ほ
ぼ
継
続
し
て
お

り
、
こ
れ
は
カ
ラ
ス
に
よ
る
も
の
が
主

で
、
簡
易
な
網
を
設
置
し
て
も
す
ぐ
慣

れ
、
結
局
侵
入
さ
れ
対
策
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
こ
と
等
に
よ
り
ま
す
。

　

飼
料
作
物
被
害
で
も
、
ほ
ぼ
継
続
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
の
個
体
数
の
増
加
や
、
個
人

で
畑
に
ワ
ナ
を
設
置
し
て
も
効
果
が
出

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

継
続
無
し
の
1
戸
は
、
対
策
が
な
か
な

か
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
作
物
を
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
か
ら
ソ
ル
ガ
ム
に
変
更
し
被

害
を
受
け
な
く
な
っ
た
事
例
で
す
。

　

以
上
、
被
害
が
あ
っ
た
60
戸
の
う
ち

対
策
等
で
16
戸
が
継
続
無
し
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
44
戸
で
被
害
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
一
因
と
し
て
、
大
き
な
被
害
や
直

接
目
で
見
え
る
被
害
に
重
き
を
置
い
て

い
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

4
　
今
後
の
取
り
組
み

　

畜
産
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
の
被
害
は
、

巡
回
等
で
見
聞
き
し
て
い
た
こ
と
以
上

の
被
害
数
や
多
く
の
動
物
が
出
没
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

家
畜
被
害
で
は
、
多
く
の
農
家
で
タ

ヌ
キ
等
に
つ
い
て
ど
の
動
物
に
よ
る
も

の
か
特
定
し
て
お
ら
ず
、
各
動
物
の
特

性
に
あ
っ
た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
動
物
名
を
足
跡
等
の
特
徴

か
ら
特
定
し
、
各
野
生
鳥
獣
の
効
率
的

な
捕
獲
方
法
を
、
助
言
・
伝
達
し
ま
す
。

　

飼
料
作
物
の
被
害
で
は
、
畑
の
条
件

に
も
よ
り
ま
す
が
、
収
穫
時
期
に
合
わ

せ
電
牧
柵
を
設
け
る
こ
と
で
食
害
を
減

ら
し
た
成
功
事
例
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
事
例
を
参
考
に
、
地
域
に

あ
っ
た
対
策
を
助
言
・
伝
達
し
ま
す
。

　

餌
の
盗
食
で
は
、
タ
ヌ
キ
等
、
カ
ラ

ス
、
ハ
ト
、
ス
ズ
メ
に
よ
る
小
さ
な
被

害
で
も
、
病
気
の
持
ち
込
み
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畜

舎
に
あ
っ
た
効
率
的
な
対
策
を
助
言
し

ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
対
策
に
は
、
特
に
生
き
延

び
る
の
に
厳
し
い
冬
か
ら
春
の
餌
不
足

の
時
期
に
い
か
に
餌
を
与
え
な
い
か
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
畜

舎
の
餌
等
が
供
給
源
と
な
ら
な
い
よ
う

に
畜
産
農
家
へ
野
生
鳥
獣
対
策
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
課

�

　

小
林
元
昭
）

物
で
は
、
収
穫
前
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

食
い
荒
ら
し
、
収
穫
が
出
来
な
い
事
例

等
が
あ
り
ま
し
た
。

（
イ
）
ハ
ト
・
ス
ズ
メ
・
タ
カ
に
よ
る

被
害

　

ハ
ト
と
ス
ズ
メ
の
被
害
は
、
畜
舎
に

入
っ
て
餌
の
盗
食
や
餌
槽
等
に
糞
を
し

て
汚
す
事
例
で
、
計
10
戸
。
網
を
張
っ

て
も
畜
舎
の
隙
間
が
多
く
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
、
被
害
が

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
被
害
無
し
と
し
て

い
る
農
家
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

タ
カ
は
前
述
の
カ
ラ
ス
の
飛
来
被
害

と
同
様
、
未
利
用
資
源
の
餌
置
き
場
近

く
に
飛
来
し
、
鶏
が
驚
き
、
ヒ
ビ
卵
が

発
生
、
産
卵
率
が
下
が
っ
た
事
例
で
す
。

（
3
）
被
害
の
継
続
戸
数
と
内
容

　

被
害
の
継
続
に
つ
い
て
表
3
に
示
し

ま
す
。
表
1
と
比
較
し
て
見
て
く
だ
さ

い
。
餌
の
盗
食
で
被
害
を
受
け
た
42
戸

の
う
ち
7
戸
で
継
続
無
し
で
し
た
。
捕

獲
・
追
い
払
い
・
番
犬
設
置
等
の
対
策

が
功
を
奏
し
た
事
例
、
ま
た
数
戸
で
餌

の
盗
食
対
策
に
ト
ラ
ン
ス
バ
ッ
ク
を
空

中
に
吊
す
こ
と
で
来
な
く
な
っ
た
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
被
害
が
継
続

す
る
戸
数
は
多
く
、
理
由
と
し
て
、
被

害
が
小
さ
い
場
合
は
対
策
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と
、
捕
獲
・
追
い
払
い
対
策
等

で
来
な
く
な
っ
た
も
の
の
、「
一
時
的

な
も
の
で
ま
た
来
る
だ
ろ
う
」
と
答
え

た
農
家
を
継
続
と
集
計
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　

家
畜
被
害
で
は
、
養
鶏
の
12
戸
の
う

ち
7
戸
で
継
続
無
し
の
回
答
で
し
た
。

こ
れ
は
、
捕
獲
・
追
い
払
い
等
の
対
策

に
よ
る
事
例
で
す
。
被
害
が
続
い
て
い

る
5
戸
で
す
が
、
鶏
舎
の
構
造
上
、
隙

間
を
す
べ
て
覆
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と

や
、
捕
獲
し
て
も
ま
た
新
し
く
来
た
動

物
に
置
き
換
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

家
保
だ
よ
り

り
よ
た
山
野
大

　

暦
の
上
で
は
秋
で
す
。
と
い
っ
て
も

実
際
に
は
ま
だ
ま
だ
暑
く
、
人
に
と
っ

て
も
家
畜
に
と
っ
て
も
厳
し
い
日
々
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
継
続
し

て
暑
熱
対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
秋
と
い
え
ば
祭
り
の
季
節
。

畜
産
業
界
で
も
、
地
域
単
位
、
県
単
位

で
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
末
か
ら
今
年

に
か
け
て
の
豚
流
行
性
下
痢
の
大
流
行
、

熊
本
県
で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
発
生
等
、

家
畜
衛
生
的
に
は
依
然
と
し
て
油
断
の

な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
家
畜
を
イ
ベ
ン
ト
に
出
品
す
る

際
に
は
伝
染
病
防
疫
対
策
に
つ
い
て
改

め
て
確
認
と
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

出
品
す
る
家
畜
が
伝
染
病
に
感
染
し

て
い
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ふ

れ
あ
い
を
前
提
と
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
事
前
に
人
に
感
染
す
る
可
能
性

の
あ
る
病
原
性
大
腸
菌
O
1
5
7
等

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
出
品
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
品
当

日
に
家
畜
が
下
痢
・
鼻
水
等
の
臨
床
症

状
を
示
し
て
い
る
場
合
に
は
出
品
を
見

合
わ
せ
る
と
い
っ
た
判
断
も
必
要
で
す
。

　

不
特
定
多
数
の
人
々
が
集
う
た
め
、

来
場
者
に
は
出
入
り
す
る
際
の
手
指
・

靴
底
の
消
毒
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た
器
具
類
を

農
場
に
持
ち
帰
る
際
の
洗
浄
消
毒
の
徹

底
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
に
出
品
し
た
家
畜
を
農
場
に
戻
す

場
合
に
は
、
一
定
期
間
隔
離
飼
育
を
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
間
、
ほ
か

の
家
畜
と
直
接
接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
、
万
が
一
異
常
が
み
ら
れ
た
場
合
に

は
速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
普
段
な

か
な
か
交
流
の
場
の
な
い
生
産
者
、
消

費
者
双
方
に
と
っ
て
、
お
互
い
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で

す
。
畜
産
振
興
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
必

要
な
衛
生
対
策
を
実
施
し
、
こ
の
機
会

を
是
非
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

�

閏
間
佐
和
子
）

　

皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。
今
年
の
夏

も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
乳
量
の

落
ち
込
み
、
発
育
停
滞
等
最
小
限
に
収

め
る
べ
く
暑
熱
対
策
は
万
全
で
し
た

か
？
昨
年
は
雨
が
降
ら
ず
採
草
地
の
草

が
茶
色
く
枯
れ
た
状
態
に
ま
で
な
り
心

配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
順
調

に
夏
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
近
年
燃
料
や
輸
入
乾
草
の
値

上
が
り
で
経
営
が
非
常
に
き
び
し
い
状

況
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
全
国
的
に
生
乳

生
産
量
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、
廃
業
す
る
人
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
神
奈
川
県
で
経
営
を

継
続
し
て
い
く
、
生
き
延
び
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
自
給
飼
料
の

生
産
を
改
め
て
見
直
し
て
み
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
大
野
山
で
も
自
給
飼
料

を
生
産
し
て
い
ま
す
が
当
然
足
り
な
い

こ
と
か
ら
輸
入
乾
草
も
併
用
し
て
い
ま

す
。
で
も
作
っ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を
乾
草

よ
り
喜
ん
で
食
べ
る
様
子
を
見
て
い
る

と
作
る
と
き
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
機
械
等
の
償
却
ま

で
計
算
す
る
と
思
っ
た
よ
り
安
く
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
乾
草
よ
り
は

安
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
栄
養
価
の
あ
る

貴
重
な
自
給
飼
料
は
こ
れ
か
ら
の
経
営

に
は
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
い
輸
入

乾
草
で
経
営
す
る
時
代
は
終
わ
り
で
す
。

大
野
山
で
も
天
候
等
の
影
響
に
よ
る
危

機
管
理
の
ひ
と
つ
と
し
て
単
一
の
草
種

で
な
く
一
部
分
で
す
が
、
夏
に
強
い
ソ

ル
ゴ
ー
や
ス
ー
ダ
ン
等
今
ま
で
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
草
種
に
も
挑
戦
し
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
気
温
や
雨

量
等
が
適
し
て
い
た
の
か
結
構
な
高
さ

に
生
長
し
、
収
量
を
確
保
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
た
だ
し
当
牧
場
の
機
械
体
系
は

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
等
の
牧
草
に
適

し
た
機
械
で
あ
り
、
ソ
ル
ゴ
ー
や
ス
ー

ダ
ン
等
で
は
や
や
負
荷
が
か
か
り
過
ぎ
、

機
械
の
故
障
と
の
戦
い
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
ラ
ッ

プ
に
詰
め
冬
場
の
飼
料
を
確
保
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

放
牧
で
足
腰
鍛
え
て
い
る
平
成
二
十 

六
年
度
牛
は
順
調
に
発
育
し
、
こ
れ
か

ら
人
工
授
精
可
能
な
年
齢
に
達
し
て
き

ま
す
。
全
頭
受
胎
す
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場　

原
田
）

表 1　被害戸数と内容

経営
形態

調査
戸数

過去 3年
間に被害
有戸数　

被害内容（重複有）
餌の
盗食

家畜
被害

いた
ずら

飼料
作物

酪農 75 28 24 3 3 6
肉牛 20 10 7 0 2 1
養豚 18 6 6 0 1 0
養鶏 42 16 5 12 2 0
計 155 60 42 15 8 7

表 3　被害の継続状況と内容

過去 3年間
に被害有戸
数　　　　

継続
無戸
数　

継続無戸数内訳
餌の
盗食

家畜
被害

いた
ずら

飼料
作物

酪農 28 7 5 0 1 1
肉牛 10 1 1 0 0 0
養豚 6 0 0 0 0 0
養鶏 16 8 1 7 0 0
計 60 16 7 7 1 1

表 2　野生鳥獣による経営別被害

経営
形態

過去 3年
間に被害
有戸数　

加害獣類（重複有） 加害鳥類（重複有）
タヌキ・ア
ライグマ・
ハクビシン

イノシ
シ・シ
カ　　

タイワ
ンリス その他 カラス ハト スズメ タカ

酪農 28 8 6 1 2 10 6 2 0
肉牛 10 3 1 3 0 3 0 0 0
養豚 6 1 0 0 1 2 0 2 0
養鶏 16 12 0 0 3 1 0 0 1
計 60 24 7 4 6 16 6 4 1


